
急性心筋梗塞（AMI）とＰＣＩ（経皮的冠動脈インターベンション）の状況

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

ＡＭＩ患者数 169 156 137 127 134

ＡＭＩ患者入院中死亡件数 11 10 7 5 6

Door to balloon time （分） 115 108 80 92 88

ＰＣＩ　数 432 390 428 470 482

緊急ＰＣＩ総件数 164 159 150 143 149

ＡＭＩ患者に対する
緊急ＰＣＩ件数 131 126 137 111 113

待機的ＰＣＩ
総件数 268 231 278 327 333

待機的ＰＣＩ
死亡件数 （注１） 0 0 0 0 0

・待機的ＰＣＩ死亡件数は平成２５年度から平成２９年度までありませんでした。

（注１）　ＰＣＩに関連した３０日以内の死亡のみ算定しています。

宮崎県立延岡病院作成：電子カルテデータ（サマリー等）から抽出

・心筋梗塞は、心臓の筋肉細胞に酸素や栄養を供給している冠動脈血管に閉塞や狭窄などが起きて血液の流量が下がり、
心筋が虚血状態になり壊死してしまった状態であり、急性に起こるものを急性心筋梗塞 (AMI) といいます。
・Door to balloon time とは、患者さんの来院（door）からPCIを行いバルーン拡張などにより再灌流を得る（baloon）までの時間
のことをさし、９０分以内が目安とされています。

・ＰＣＩ（経皮的冠動脈インターベンション）とは、冠動脈狭窄性病変に対してカテーテルを用いて拡張を行う治療であり、
バルーン拡張やステント留置等によって狭窄を解消する手術です。


